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年度当初に 

校長  田邊 克宣 

校庭では、つい２週間前に咲き誇っていた

桜の花が、今は瑞々しい新緑に取って代わり

ました。木々の若芽の生命力に負けじと、体

育でランニングをする大西中生の元気な掛け

声が響いてきます。ここ数日は、この当たり

前の風景が、ひとしお大切に思えます。 

熊本県を中心とした大地震の余波は今なお

続き、避難先では多くの人々が不自由な生活

を余儀なくされています。この間に、南米エ

クアドルでも大きな地震が発生しました。い

ずれも、一刻も早く安心できる日が来ること

を願いながら、犠牲になられた方々のご冥福

をお祈りするばかりです。 

生徒たちには、朝礼の場で、今の自分に何

ができるかを、自分のこととして考えようと

伝えました。日を改めての各学級での話し合

いでは、真剣で活発な意見交換がなされてい

ました。現場は混乱の極みにあるだろうから

こそ、冷静に判断し、できることを考え、実

行していきたいと存じます。 

さて、平成２８年度、１７５名の新たな仲間

を迎え、全校生徒５３３名による１学期がスタ

ートしました。本校の伝統である「 真面目に、

一生懸命 」を体現するように、朝読書では、

皆よく集中して、本の世界に入り込んでいま

す。運動部では、春季大会が始まりました。

早々に優勝を決めた部もあれば、これから決

勝戦やベスト４をかけて戦う部もあり、大西

中生の面目躍如といったところです。もちろ

ん、結果がすべてではありません。大西中生

の一人一人が、それぞれの活動に、真面目に、

一生懸命に取り組んでいる、その成果である

ということを、生徒たちには伝えました。残

念ながら今回は不本意な結果であったとして

も、気持ちを切り替え、次の目標に向かって

果敢に挑戦していくことを信じています。な

にしろまだまだ始まったばかりです。 

視点を変えて社会を見れば、グローバル化

と共にダイバーシティの必要性が説かれ、日

進月歩の科学技術がさらに進展する中、我々

進取  
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■

実
り

が
多
か

っ
た 

１
学
年
担

当 

藤
野
康明 

初
日
は
晴

天
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ハ
イ

キ
ン
グ
は
実

施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

２
日
目
の
農

業
体
験
は
曇

り
空
の
下
、
実

施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
実

施
の
目
的
と

し
て
、
①
親
睦

を
深
め
る
。
②

５
分
前
行
動

が
で
き
る
。
③

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
環
境
、

食
育
、伝
統
文

化
）と
、
テ
ー

マ
を
設
定
し

ま
し
た
。
事
前

学
習
で
は
班

で
分
担
を
決

め
、
「

①
志
賀

高
原
の
動
植

物
と
環
境
、
②

栽
培
さ
れ
て

い
る
作
物
と

農
業
、
③
日
本

の
伝
統
工
芸

品
と
和
紙
作

り
」

に
つ
い
て

調
べ
、
班
で
発

表
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
た

ち
は
初
日
の

雨
の
中
、
自
然

保
護
セ
ン
タ

ー
で
立
体
模

型
や
パ
ネ
ル

の
展
示
品
、
ビ

デ
オ
を
通
じ

て
志
賀
高
原

の
自
然
に
つ

い
て
、
し
お
り

に
た
く
さ
ん

メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心

に
学
習
し
て

い
ま
し
た
。 

館
内
で
の

生
活
や
集
団

行
動
も
、
と
て

も
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
や
ル

ー
ル
違
反
も

な
く
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
が

５
分
前
に
は

集
合
場
所
に

集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
話

を
「

心
で
聞
く
」

姿
勢
も
育
ち

ま
し
た
。
実
り

の
あ
る
宿
泊

行
事
に
な
っ

た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ

を
よ
い
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
２

年
生
、
３
年
生

へ
と
、
頼
も
し

く
成
長
し
て

く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い

ま
す
。 

保
護
者
の

皆
様
、
現
地
の

方
々
に
は
多

く
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い

ま

し

た
。

(

英
語
科
） 

■

み
ん
な
で

成
長
す
る
こ

と 

移
動
教
室
実

行
委
員
長 

千

綿 

万
資 

今
回
の
移

動

教

室

で

は
、
み
ん
な

で
成
長
す
る

こ
と
の
大
切

さ
や
、
す
み

や
か
に
行
動

し
、
す
ぐ
に

静
か
に
な
る
、

と
い
っ
た
集

団
生
活
に
と

っ
て
大
切
な

こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今

で
は
、
誰
か

一
人
が
声
を

か
け
る
だ
け

で
み
ん
な
が

静
か
に
で
き

る
よ
う
に
な

り
、
成
長
し

た
と
思
い 

ま
す
。
先
生

方
、
施
設
の

方
々
、 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

冬
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

生
活
指
導
部 

欠点と取柄 

校 長 山田 敏久 

早いもので２２日は冬
とう

至
じ

。昼間の時間

が一番
いちばん

短
みじか

くなります。冬至
と う じ

は別
べつ

名
めい

で「一
いち

陽
よう

来
らい

復
ふく

」とも言います。

今日から先は、春
はる

の陽
よう

光
こう

とともに幸
こう

運
うん

(よいこと)も訪
おとず

れますよ、

といった意味が込
こ

められています。いいことばですね。 

いいことばと言えば、廊
ろう

下
か

に全
ぜん

員
いん

分
ぶん

の「い
 、

い
 、

と
 、

こ
 、

さがし」が貼
は

ってあります。毎朝、寒
さむ

い廊
ろう

下
か

で少しずつ読んでいますが、だい

ぶ進
すす

みました。文
もじ

字の向
む

こうにその人のちょっと誇
ほこ

らしそうな笑
え

顔
がお

が見えるようで、温
あたた

かい気持ちになります。 

ところで、読
よ

みながらふと思い出したことばがあります。第
だい

１６代
だい

アメリカ合衆国
がっしゅうこく

大統領
だいとうりょう

リンカーンの名
めい

言
げん

です。 

 「私の経験
けいけん

によれば、欠
けっ

点
てん

のない者
もの

には取
とり

柄
え

もほとんどない」 

……なるほど。 

でも、欠
けっ

点
てん

のない人に取
とり

柄
え

がないということは、「取
とり

柄
え

がある

人には欠
けっ

点
てん

もある」ということで、この二つの文は数
すう

学
がく

的
てき

に同

じ内容です。これは大切なことです。あなたが「い
 、

い
 、

と
 、

こ
 、

さが

し」で取
とり

柄
え

を見
み

付
つ

けて書いた友達には、欠
けっ

点
てん

も必
かなら

ずあることに

なるからです。でも、あなたはおそらく、その人の欠
けっ

点
てん

をあま

り気にしていないのではありませんか。 

相手の欠
けっ

点
てん

よりも、取
とり

柄
え

を見るようにして人と付
つ

き合
あ

えば、

今までとは違
ちが

ったタイプの友達がたくさんできます。難
むずか

しく言

えば、あなたの価
か

値
ち

観
かん

がそれだけ広がったということです。 

さて、３年生は入試シーズン到
とう

来
らい

ですね。誰
だれ

もが通る大人へ

の道。自分に厳
きび

しく、他
た

人
にん

を頼
たよ

らず、自
じ

己
こ

解
かい

決
けつ

型
がた

の勉強をしつ

こくしつこく積
つ

み重
かさ

ねてください。ごまかしたり、分
わ

かった気

になったりしてはいけません。では、そんな受
じゅ

験
けん

生
せい

に名
めい

言
げん

をま

たひとつ。ドイツの詩
し

人
じん

、ゲーテはこのように言いました。 

「うまく使えば、時間はいつも十分にある」 

もうすぐ冬休みです。通知表を見て、進級
しんきゅう

・進学
しんがく

してからの

９箇
か

月
げつ

を正しく振
ふ

り返
かえ

ったら、１月からはまた元気に、２０１９年

のスタートを切
き

りましょう。皆
みな

さん、お疲
つか

れさまでした。 

 

■
夏
の
制
服
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
中 

今
後
も
気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
生
徒
の
安
全
で
快
適
な
学
校
生

活
の
確
保
の
た
め
に
、
夏
服
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル(

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
化)

を
現
在
検
討
中
で
す
。 

 

平
成
30
年
が
終
わ
ろ
う
と 

し
て
い
ま
す
。
お
正
月
が
待
ち
遠
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
左
記
の
点
に
注
意
し
て
、

安
全
で
有ゆ

う

意い

義ぎ

な
冬
休
み
を
送
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
詳く

わ

し
く
は
、
別
紙
で
配
布
し

て
お
り
ま
す
「

冬
休
み
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

①
規
則
正
し
い
生
活
を
！ 

年
の
瀬せ

と
新
年
は
つ
い
生
活
の
リ
ズ
ム

が
く
ず
れ
、
睡す

い

眠み
ん

不ぶ

足そ
く

に
も
な
り
が
ち
で

す
。
学
習
時
間
な
ど
の
計
画
も
立
な
が
ら
、

規き

則そ
く

正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

②
健
康
で
安
全
な
生
活
を
！ 

年
末
年
始
は
交
通
事
故
も
多た

発は
つ

し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
、
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
区

内
で
は
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加

ぞ

う

か

傾
向

け
い
こ
う

に
あ
り
ま
す
。
自
転
車
と
歩
行
者
が

接
触

せ
っ
し
ょ
く

し
た
場
合
は
、
法
令
上

ほ
う
れ
い
じ
ょ
う

、「
軽け

い

車し
ゃ

輌
り
ょ
う

」

で
あ
る
自
転
車
側が

わ

の
責せ

き

任に
ん

度ど

合あ

い
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
多
く
、
高こ

う

額が
く

な
賠ば

い

償
し
ょ
う

金き
ん

が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
夜
間

や

か

ん

外
出

が
い
し
ゅ
つ

、
子
ど
も
だ
け
の
外が

い

泊は
く

も
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

③
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル 

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ゲ

ー
ム
機き

器き

な
ど
を
使
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接せ

つ

続ぞ
く

し
、
軽
い
気
持
ち
で
他
人
の
悪
口

や
う
わ
さ
話
を
書
き
込
ん
だ
り
、
た
と
え
自

分
自
身
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
写
真
や
動ど

う

画が

11
月
30
日
、

区
役
所
教
育
支し

援え
ん

セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
30

年
度
東
京
駅
伝

え
き
で
ん

の
板

橋
区
結け

つ

団だ
ん

式し
き

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
板
橋
区

の
成
績
は
男
女
総
合

８
位
。
中
川

な
か
が
わ

修
一

し
ゅ
う
い
ち

教

育
長
か
ら
は
、「
出
場

す
る
か
ら
に
は
、
前

年
以
上
の
結
果
を
期

待
し
ま
す
」
と
の
激げ

き

励れ
い

が
あ
り
ま
し
た
。 

志
村
三
中
か
ら

は
、
２
年
１
組
の
女

東
京
駅
伝
結
団
式
を
開
催 

 

子
選
手
と
２
年
３
組
の
女
子
選
手
の
２

名
が
出
場
し
ま
す
。
み
ん
な
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
落
と
し
穴
っ
て 

無
料

む
り
ょ
う

通
話

つ

う

わ

ア
プ
リ
を

始
め
と
す
る
情
報
ツ
ー

ル
は
便
利
で
す
が
、
落
と

し
穴
も
あ
り
ま
す
。
生
徒

会
役
員
が
寸

す
ん

劇
げ
き

形
け
い

式
し
き

で
危

険
性
を
ア
ピ
ー

ル
。
そ
の

後
、
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側が

わ

は

顔
の
見
え
な
い
世
界
。

十
分
な
注
意
を
！ 

を
掲け

い

載さ
い(

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド)

し
た

り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
い
け

ま
せ
ん
。 

家
庭
教
育
学
級
を
開
催 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
平
成
30
年

度
家
庭
教
育
学
級
を
12
月
の

土
曜
授
業
プ
ラ
ン
の
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師

は
、「
マ
マ
イ
キ
マ
ス
タ
ー
認
定

講
師
」
の
名
取
起
路
さ
ん
。
テ

ー
マ
は
『

思
春
期
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
』
。 

 

「
子
育
て
の
ゴ
ー
ル
は
自
立
・
自
律
で
す
」
に
始
ま
る
、

参
加
型
の
楽
し
い
講
演
で
し
た
。
ま
た
、
ヘ
ル
プ
と

サ
ポ
ー
ト
の
違
い
な
ど
、
役
立
つ
内
容
も
た
く
さ
ん

で
し
た
。
ご
担
当
の
方
、
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

『

も
っ
た
い
な
い
作
戦
』
が
進
行
中 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
３
Ｒ
は
、
将
来

し
ょ
う
ら
い

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

型が
た

社
会
の
実じ

つ

現げ
ん

の
た
め
に
、

全す
べ

て
の
世せ

代だ
い

の
人
々
に
と
っ

て
価
値

か

ち

の
あ
る
考
え
方
で

す
。「
も
っ
た
い
な
い
」

に
つ

い
て
、
朝
礼
で
代
表
生
徒
が

意
見

い

け

ん

発
表

は
っ
ぴ
ょ
う

を
行
い
ま
し
た
。 

会
を
前
に
、
環
境

か
ん
き
ょ
う

に
配は

い

慮り
ょ

し
た
取
組
を
推
進

す
い
し
ん

す

る
こ
と
が
求も

と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

日
本
に
は
古
く
か
ら
物
を
大
事
に
再さ

い

使し

用よ
う

す
る

■
二
〇
二
〇
年
度
修
学
旅
行
に
つ
い
て 

現
１
学
年
の
修
学
旅
行
は
、二
〇
二
〇

年
10
月

４
日
（
日
）
～
６
日
（

火
）
に
決
定
し
ま
し
た
。 

■
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ 

本
年
も
、
三
者
面
談
を
始
め
、
各
種
行
事
、
教

育
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
・
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職
員
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
年
末
の
ご
多
用
の
と
こ
ろ
を
、
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、

終
業
式
の
日
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

ご
家
族
で
よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 
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■ 1月-2月のおもな予定■ 

12/21日(金) 美化活動 
12/25日(火) 終業式 
12/26日(水) 冬季休業日始 
12/29日(土) 全日機械警備始 
1/  3日(木) 全日機械警備終 
1/  7日(月) 冬季休業日終 
1/  8日(火) 始業式 
 校内書き初め展始 
1/10日(木) 専門委員会 
1/11日(金) 生徒会交流会 
1/16日(水) ｽｷｰ移動教室事前検診(2) 
1/19日(土) 土曜授業ﾌﾟﾗﾝ  展示発表会 
1/21日(月) 全校朝礼 
1/22日(火) 職場体験学習始(1) 
 板橋区美術展・ 

書き初め展始 
1/23日(水) 都立高校推薦出願 
1/24日(木) 職場体験学習終(1) 
1/25日(金) 校内書き初め展終 
1/26日(土) 都立高校推薦入試 
1/27日(日) 都立高校推薦入試 
1/28日(月) 生徒朝礼 
 生徒会交流発表会 
1/29日(火) 板橋区美術展・ 

書き初め展終 
1/30日(水) ｽｷｰ移動教室前日指導(2) 
1/31日(木) ｽｷｰ移動教室始(2) 
2/  1日(金) 都立高校推薦発表 
2/  2日(土) ｽｷｰ移動教室終(2) 
2/  3日(日) 東京駅伝 
2/  4日(月) 振替休業日(2) 
2/  5日(火) 避難訓練 
2/  6日(水) 都立高校一次・前期出願 
2/13日(水) 特別支援連合学芸展覧会 
2/16日(土) 土曜授業ﾌﾟﾗﾝ  道徳授業地区公開講座 
 入学説明会(新入生保護者) 

14:00-(体育館) 
2/18日(月) 全校朝礼 
2/19日(火) 専門委員会 
2/22日(金) 都立高校一次・前期入試 
2/23日(土) 都立高校一次・前期入試 
2/25日(月) 生徒朝礼 
2/26日(火) 学年末考査(国・英・美) 
2/27日(水) 学年末考査(数・社・体) 
2/28日(木) 学年末考査(理・技家・音) 

※入試に関する日程は、一部しか掲
載していません。必ず自分で確認
してください。 

本
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
世
界
的
な
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
あ
る
佐さ

野の

優ゆ
う

子こ

さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
今
年
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

か
い
さ
い

し
ま
し
た
。
佐
野
さ
ん
は
、
高
校
一
年
生
の

時
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
年
、
志
村
三
中
で
演え

ん

奏そ
う

会か
い

を
開
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

佐
野
さ
ん
は
、
東
京
芸
術
大
学
付
属
音
楽

高
校
か
ら
東
京
芸
術
大
学
を
卒
業
。
在
学
中

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
リ
ス
ト
音
楽
院
、
ロ
ン
ド
ン

の
英え

い

国こ
く

王お
う

立り
つ

音お
ん

楽が
く

院い
ん

へ
留
学
。
そ
こ
で
ウ
ォ

ル
タ
ー
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
賞
、
ナ
ン
シ
ー
・
デ
ィ

キ
ソ
ン
賞
な
ど
、
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
に
は
イ
ギ
リ
ス

政
府
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
的
な
活か

つ

動ど
う

実じ
っ

績せ
き

が
認み

と

め
ら
れ
、
エ
ク
セ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
レ

ン
ト
・
ビ
ザ
が
贈お

く

ら
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
ロ
ン
ド
ン
在
住

ざ
い
じ
ゅ
う

で
、
世
界
中
の
都

市
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「

小
、中
、高
校
の
学
校
生
活
で
は
、志
村
三

中
で
の
思
い
出
が
一
番
で
す
ね
。
マ
ラ
ソ
ン

大
会
と
か
、
好
き
で
し
た
ね
。
長
距
離
は
走

っ
て
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
」
と
気
さ
く

に
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
た
だ

音お
ん

符ぷ

を
弾ひ

い
た
だ
け
で
は
、
音
楽
に
な
ら
な

い
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。 

演
奏
後
は
イ
ギ
リ
ス
に
戻も

ど

り
、
お
正
月
は
日

本
で
は
過す

ご
せ
な
い
と
か
。
お
忙
し
い
中
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

鈴
木
啓
之) 

■

佐
野
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
特
に
高
音
が
き
れ
い

で
、
私
は
吹
奏
楽
部
で
フ
ル
ー
ト
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
き
れ
い
な
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
１
年
女
子
） 

■

目
を
閉
じ
て
聞
く
と
、
森
の
中
に
い
る
よ
う

生
徒
表
彰 

■

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」 

○
板
橋
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞 

３
年
女
子 

■

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス 

○
Ｕ-

15 
八
〇
〇
ｍ[

１
位]

２
年
女
子 

○
Ｕ-

13 
八
〇
〇
ｍ[

３
位]

１
年
女
子 

○
Ｕ-

15 
女
子
二
〇
〇
ｍ[

３
位]

２
年
女
子 

○
Ｕ-

13 
男
子
二
〇
〇
ｍ[

２
位]

１
年
男
子 

■

板
橋
区
中
学
校
駅
伝
競
走 

○
女
子
の
部
４
区[

３
位]

１
年
女
子 

■

板
橋
区
中
学
校
新
人
卓
球
大
会 

○
男
子
団
体[

３
位]

 

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス[

３
位] 

２
年
男
子
・
２
年
男
子  

ペ
ア 

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス[

３
位]

２
年
男
子 

■

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル 

○
優
秀
賞 

３
年
女
子 

『

和
宮
～
史
上
最
大
の
花
嫁
行
列
～
』 

○
奨
励
賞 

２
年
女
子 『

ひ
め
ゆ
り
の
塔
』 

■

創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
アin

T
O
K
Y
O
 

○
奨
励
賞 

３
年
女
子 

■

薬
物
濫
用
防
止
ポ
ス
タ
ー 

○
板
橋
地
区
会
長
賞 

２
年
女
子 

 
 

地
域
コ
ン
サ
ー
ト
開
く 

佐
野
優
子
さ
ん
、来
校 

 
 な

、
空
を
飛
ん

で
い
る
よ
う

な
不
思
議
で

優ゆ
う

雅が

な
気
持

ち
に
な
り
ま

し
た
。
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。（
２
年
女
子
） 

■

１
年
の
時
、
佐
野
さ
ん
が
演
奏
し
て
く
れ

た
時
か
ら
、
僕
は
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
が
面

白
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
練
習
中
で
す
が
、

佐
野
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
う
ま
く
な

り
た
い
で
す
。（
２
年
男
子
） 

■

腕う
で

が
と
て
も
し
な
や
か
で
、
大
き
な
音
の
響ひ

び

き
が
格か

っ

好こ
う

よ
か
っ
た
。
弱
い
音
は
と
て
も
丁
寧

で
、
明
る
い
と
こ
ろ
は
音
が
跳は

ね
る
よ
う
で
、

と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な
っ
た
。曲
の
情
景

じ
ょ
う
け
い

や

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
た
。（
３
年
女
子
） 

■

卒
業
生
に
、
佐
野
さ

ん
の
よ
う
な
世
界
で

活か
つ

躍や
く

す
る
方
が
い
る

の
は
、
三
中
生
と
し
て

の
誇ほ

こ

り
で
す
。
自
分
も

未
来
に
向
か
っ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
３
年
男
子
） 

■

一
曲
一
曲
の
音
色

が
違
っ
て
、組
み
合
わ

せ
次し

第だ
い

で
、い
ろ
い
ろ

な
物
語
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
佐
野
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
の
音
は

と
て
も
な
め
ら
か
で
、

感
動
し
ま
し
た
。（
６

組
女
子
） 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た 

 
 

12
月
14
日（
金
）
、
車
椅
子

く

る

ま

い

す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
で
あ
る
三
元
大
輔(

み
つ
も
と 

だ
い

す
け)

選
手
を
お
迎む

か

え
し
た
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
三
元
選
手
は
病
気
治
療

ち
り
ょ
う

の
結
果
、
下か

肢し

に
障
が
い
を
負お

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
な
っ
て
か

ら
の
活
躍

か
つ
や
く

は
す
ば
ら
し
く
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学

■
悔
い
な
く
演
奏
で
き
た 

吹
奏
楽
部
部
長 

 

３
年
女
子  

コ
ン
ク
ー
ル
曲
『
氷
河
特
急
』

と
、
文
化
祭
の
ア
ン
コ
ー
ル
曲

『

残
酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
』
を
演

奏
し
ま
し
た
。
会
場
に
い
た
お

客
さ
ま
が
手
拍
子
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
３
年
生
が
引
退
す
る
直
前

の
演
奏
が
、
悔
い
の
な
い
、
楽
し

い
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。 

 ■
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で 

演
劇
部
部
長 

３
年
女
子 

幕
が
上
が
る
ま
で
は
強
い
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
良
い
意
味
で
効
果
を
発
揮
し

て
、
練
習
以
上
の
力
が
発
揮
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
大
道
具
や

音
響
、
演
出
な
ど
で
、
先
生
方
、

指
導
員
、
保
護
者
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
今
回

の
劇
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
演
劇
部

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

か
ら
ア
ス
リ
ー
ト

特と
く

待た
い

生せ
い

と
し
て

招ま
ね

か
れ
、
全ぜ

ん

米べ
い

大だ
い

学が
く

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大
会

■

第
46
回 

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会 

[

関
東
代
表]

４
位
・
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
賞 

B
a
t
o
n
.C
-L
O
V
E
 
 T
w
i
n
k
l
e
.B
B
 

３
年
女
子 

 

３
年
女
子 

３
年
女
子 

 

２
年
女
子 

１
年
女
子 

敬
称
略 

で
優
勝
す
る
な
ど
の
戦せ

ん

績せ
き

を
上
げ
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』
。

障
が
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
な
ど

を
中
心
に
、
ま
ず
講
演

こ
う
え
ん

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
先
生
た
ち
も
入
っ
た
70
名
が
、
車

椅い

子す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
は
三み

つ

元も
と

選せ
ん

手し
ゅ

と
鬼お

に

ご
っ
こ
。
そ
の
後
は
、

実
際
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
慣な

れ
な
い

車
椅
子

く

る

ま

い

す

を
何
と
か
操

あ
や
つ

っ
て
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
な
が
ら
、
楽
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
周ま

わ

り
の
生
徒
た
ち
も
大
き
な
声せ

い

援え
ん

で
会
場
を

盛も

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

二
〇
二
〇

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
で
は
、
車
椅
子

く

る

ま

い

す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

観か
ん

戦せ
ん

が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

黒
田
裕
也) 

■

体
に
ハ
ン
デ
の
あ
る
人
と
、そ
う
で
な
い
人
が

一
緒
に
大
会
に
出
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
少
な
い

し
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
戦
え
る
ス
ポ
ー
ツ
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
３
年
男
子
） 

■

自
分
が
居
心
地
の
良
い
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
れ

ば
い
い
、
と
い
う
言

葉
が
心
に
残
っ
た
。

今
の
自
分
に
も
そ

う
い
う
場
所
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
見

つ
け
た
い
と
思
っ

た
。（
２
年
男
子
） 

 

板
橋
音
楽
祭
で
演
奏 

連
合
学
芸
会
で
発
表 

 


